
在宅保健師の会「つつじ会」の皆様には、日ごろか

ら各市町における住民の皆様の健康保持・増進のため

にご尽力いただいておりますことに敬意を表し、本会

の事業運営に多大なるご支援、ご協力に深く感謝申し

上げます。 

さて、私が最初に保健師さんと一緒に仕事をしたの

は、県広報の CM 制作です。その中でも、特に印象に

残っている CM は、「自殺防止」をテーマにしたもの

でした。デリケートなテーマだけに、職員間でも県民

に呼びかけるメッセージが中々纏まらず、苦慮してい

た時、彼女が「残された家族の刹那さや気づくことが

できなかった辛い家族の気持ちを真摯に受け止め、二

度と繰り返さないためには、家族からの言葉がけが最

も大事である」という企画を提案してきました。満場

一致でこの企画が採択され、出来上がったメッセージ

が「パパ、ちゃんと寝てる？」でした。放送後は、県

民から感動の言葉が寄せられ、国や他県さらには大手

企業等から問合せがあり、多くの反響を呼んだことを

今でも鮮明に覚えています。恐らく保健師さんの鋭い

洞察力による提案が無かったら、このような現象は起

きなかったと思います。 

さて、本会に所属し、深く感心し、尊敬の気持ちを

抱いたことがありました。それは「つつじ会」の特定

健診未受診者家庭訪問事業です。 

現在、市町では特定健診の受診率向上に向けて様々 

な取組を行っていますが、保健・医療の課題が多様化 

 

・複雑化し、マンパワーの確保も十分ではないことか 

ら、保健師は多忙を極め、家庭訪問事業を行うことは

難しい状況にあります。 

「つつじ会」では、このことに着目し、住民の健康

支援の中で培ってきたコミュニケーション技術と多

様なニーズに関わってきた豊富な経験を活かして、長

年に亘り家庭訪問事業に取り組んでいただいており、

改めて、心から感謝申し上げたいと思います。 

市町からは、「行政では把握することができない住

民の現状、生の声を伺うことができ、住民と行政の架

け橋を担っていただいたことは大変有難い。」、「集団

指導では見えない家庭環境、個人の日常生活を洞察し

きめ細かく支援することの重要性を改めて認識させ

られ、家庭訪問の経験が少ない保健師にとって、貴重

かつ重要な研修の場になった。」等、高い評価を数多

くいただいており、本会における素晴らしい財産にな

っていると思います。 

一方、平成 30 年度からスタートする国保制度改革

により、市町には住民の特性に応じたきめ細かい保健

事業の実施が求められ、「つつじ会」の活動への期待

は益々高まってくると思います。 

本会としても、会員の皆様が活動しやすいよう、よ

り一層のサポート体制に努め、住民の健康、幸福のた

めに、国保保険者の支援に取り組んでまいりたいと思

いますので、引き続きご協力の程よろしくお願いいた

します。 

本本会会のの素素晴晴ららししきき財財産産  

会会 会会長長 土土屋屋 優優子子

静岡県在宅保健師の会「つつじ会」 
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           （訪問保健師：８名） 

          

 御殿場市は、人口 88,853 人、高齢化率 22.6％、出

生率 9.8％国保加入率 20.8％（H28.４.１現在）です。

東京から約 100 ㎞の距離にあり、東京・横浜などの経

済圏、通勤圏内にもなっています。 

 御殿場市の特定健診の受診率は、平成 28 年度の実

績は、43.6％で県内 35 市町中上位から 13 番目に位置

しています。特定健診の結果を県内で比較すると、メ

タボリックシンドローム該当者の割合が高くなって

います。現在御殿場市では、『健康寿命とメタボリッ

クシンドローム』の講話と手軽にできる運動などを合

わせて出張教室を行い、独自の行き届いた支援が行わ

れています。 

７月の家庭訪問事業合同打ち合せ会では、御殿場市

の健康課題や保健事業の実施状況を伺いました。健診

後にフォローの必要な対象者に対し、面談・電話・家

庭訪問で接触しているとの説明を伺い、住民との関係

の良さを感じました。 

≪事前打合会にて実施方法や注意点等を確認≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪住宅地図にて地区割・訪問宅を確認≫ 

 

今回訪問保健師は８人が参加し、訪問対象者 150 名

のうち 97名に実施しました。この訪問事業の目的は、

平成 28 年度の特定健診受診の結果、受診勧奨判定値

を超えたにもかかわらず医療機関を受診していない

人へ受診勧奨し、重症化を予防することです。家庭訪

問の受け入れは良好で、都合が悪くても日程調整をし

ていただきました。日頃から市の保健師の方々と住民

との良い関係であることから、私たちつつじ会の保健

師に対する接し方も、おのずと温かいものでした。た

だ、今回の訪問目的である重症化予防のための受診勧

奨についての住民の反応は、「医療受診の必要性は理

解できたものの、受診につながるかはわからない。」

という方もおられ、保健指導の難しさを感じました。 

 今回初めて家庭訪問事業に参加させていただきま

したが、つつじ会の先輩保健師のみなさんの意欲や住

民の方への対応を間近に見ることができ、大変勉強に

なりました。また御殿場市の職員のみなさんの細やか

な配慮、気配りに感謝申し上げます。やりがいのある

事業に参加させていただき、充実した時を過ごせまし

た。ありがとうございました。 

             （記事：渡辺麻理） 

 

つつじ会 

 

訪問時期： 平成 29 年８月～11月 

訪問対象者：国保保険者が実施した特定健康診査の結果、 

受診勧奨値を超えたにも関わらず医療機関を受診していない者（１保険者 100 名限度） 

訪問目的： かかりつけ医への受診勧奨と必要に応じて生活習慣の改善に向けた助言をし、生活習慣病

の発症予防・重症化予防を図ることを目的とする。 

                            

 

 

 

 

特定健診受診者のフォローアップ等家庭訪問事業 
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           （訪問保健師：５名） 

 

川根本町は、静岡県の中央部大井川の上流に位置し

ています。大井川の流域でのお茶づくりと温泉が特徴

です。人口は、7,140 人ですが、高齢化率は 47.6％（後

期高齢化率 30.0%）と高齢化が進んだ町です。お茶の

生産・観光・電力会社関係の仕事に携わっている方が

多いです。 

川根本町には、きかんしゃトーマスが走る沿線があ

り、夏休み期間は交通規制があるため、家庭訪問は、

８月の終わりから 11 月にかけて実施しました。訪問

保健師５名に連合会の保健師が加わり、すべて車によ

る訪問となりました。 

日頃から、町の保健師や地域包括支援センターのス

タッフが、住民へのフォローを行っているので、訪問

保健師の受け入れは良好でした。対象者のうち 40 歳

代の方については、仕事の都合でキャンセルが出るこ

とを予想しました。日程調整に苦労した訪問保健師も

いましたが、キャンセルは思いのほか少なく済みまし

た。これは自宅または地域で働いている方が多いこと、

健康に対する関心が高いことの表れと感じました。 

≪訪問宅までの交通手段を確認≫ 

 

川根本町の平成 28 年度特定健診受診率は、54.1%

と県下随一です。多くの町民が毎年同じ時期に同じ健

診機関で受診しており、結果については説明会場に出

向いて聞いている方がほとんどでした。健診結果票は

ファイルに綴じてあり、訪問当日多くの方がファイル

を見せてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪住宅地図や航空地図で訪問宅を確認≫ 

 

このような中、受診勧奨対象者が受診していないこ

とが不思議ですが、受診勧奨値ギリギリの方は、「こ

こが少し高いね。」と結果の説明を受けても「メタボ

ではない。」「大きく変わっていない。」等の内容が耳

に残っているのか受診に至らないようでした。 

また、必ず受診してほしい方の中には、血圧 170／

100mmhg、HbA1c8.0、尿酸値８を超える方もいました

が、①自分では自覚症状がなく、医者にかかるつもり

はない ②わかっているけれど忙しい ③医療機関

が遠い等の理由で受診していませんでした。③の医療

機関については地域の特性もあると思います。町内の

医療施設は、２つの診療所を含めて５か所、歯科は５

施設のため、島田市の医療機関を利用している方が多

いのも実情です。 

訪問対象者の方々に受診を勧めながら、生活習慣の

改善のアドバイスをすることで、対象から外れるよう

にすることも大切だと感じました。まさに予防医学の

重要性を改めて認識しました。ケースによっては、経

年的データを理解し、受診勧奨を納得した方もいます。

今回の訪問により、生活習慣の改善や治療の必要性が

伝わっていることを願います。 

川根本町の皆様と連合会のご協力のおかげで、家庭

訪問事業を無事に終えることができました。ありがと

うございました。 

          （記事：山田由美子） 

つつじ会 

 

特定健診受診者のフォローアップ等家庭訪問事業 
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師走前の穏やかな２日間の視察研修は、期待を裏切

らない中身の濃いものでした。 

 １か所目は袋井市総合健康センター「はーとふるプ

ラザ袋井」を視察させていただきました。「はーとふ

るプラザ袋井」は、「生涯にわたる健康づくり」の拠

点として平成 27 年に開設されたとのこと。袋井市は、

特定健診受診率が県下トップを維持し、保健指導率

52.9％と高く、さらに第５回「健康寿命をのばそう！

アワード」の生活習慣病予防及び介護予防の両分野で

Ｗ受賞に輝いた素晴らしい取組みを展開しています。

今回の視察の目的は、効果的な保健指導を熱心に進め

ている袋井市独自のシステムについて学ぶことでし

た。 

最初に健康づくり課課長 富山正俊氏からご挨拶を

いただき、保健活動に信頼と期待を寄せられているこ

とを感じました。続いて、健康づくり課主幹 藤田あ

けみ氏から、施設概要と特定健診・特定保健指導を中

心とした成人の健康づくりの説明を受けました。 

藤田氏は、住民向け指導の具体例として、「内転筋

を鍛えながら勉強しませんか。」と、私たち参加者に

ボールを渡して、その具体的な使い方や肩こり体操、

「ながら体操」を紹介してくれました。次に、「ソル

セイブ法」による塩分チェックを体験。「実際に一緒

にやってみて、必ず、何かしら土産となるものを掴ん

で帰ってもらおう！」という強く熱い思いが伝わりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中でも注目かつ羨望であったのは、専用電話が引かれ、

非常勤職員６名が活動する「保健指導室」の設置と、

そこで従事される職員方々にも共通している熱い思

いでした。 

藤田氏の講義は、『データヘルス計画は実践力あっ

ての計画～住民に寄り添った保健指導の取り組み～』

と題し、用意してくださった資料から溢れるほどの内

容でした。机上の空論・理想論ではなく実際に住民の

生活を見ながら実践の中で得られたものを経験者・実

践者の声として共有・提供すること。そして、それら

を蓄積・分析した積み重ねを次年度の予算に反映する

ような意識を職員が持つようになったこと、その分析

は国保連合会の医療費分析システム『しずおか茶っと

システム』を有効活用していることなど、具体的に示

されました。 

話が尽きぬ中、少し遅れて一路宿泊先の岐阜へ。朝

起きてびっくり！長良川がすぐ横で、岐阜公園も目と

鼻の先の江戸時代から続く老舗旅館でした。 

 

２か所目の「内藤記念くすり博物館」では、開館の

経緯や館内外の展示物・栽培薬草・木々等の説明を受

けました。看護学生時代に学んだ人物や医学・薬学の

歴史など、遠い記憶を遡り懐かしく思いました。特に

今日、注目されている認知症改善薬も興味深く、薬と

食の大切さを再認識できる良い機会でした。     

（記事：渡邊弘子） 

つつじ会 

 

視 察 研 修 

日 時：平成 29 年 11 月 29 日（水）～30 日（木） 

視 察：①はーとふるプラザ袋井 （袋井市久野） 

  （袋井市総合健康センター） 

②内藤記念くすり博物館 （岐阜県各務原市） 

     

出席者：東部地区 ７名 中部地区 ６名 西部地区 ３名  合計 16名 
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第 76 回日本公衆衛生学会は、全国から約 3,500 人

の学会関係者が集まり、特別講演や教育講演、メイン

シンポジウムのほか、1,466 題に及ぶ一般講演の発表

などが行われました。  

 秋葉澄伯氏による学会長講演では、「明治維新と薩

摩と公衆衛生」をテーマに鹿児島県の公衆衛生行政に

功績のあった方々が紹介され、公衆衛生活動の発展に

は、人とつながりや和が大切であることが述べられま

した。 

また、慈恵大学理事長の栗原敏氏の特別講演「国民

の健康を願った高木兼寛」では、幕末から明治にかけ

て医師や看護婦の教育機関の開設、脚気の疫学研究等

に尽力した鹿児島県出身で慈恵大学の創始者である

高木兼寛の功績が紹介されました。 

続いて「これからの時代に向けた新たな公衆衛生の

展開に向けて」のシンポジウムでは、保健師は先達か

ら受け継いだスキルを発揮し、住民主導の健康づくり

をけん引していくこと、地域に根ざした信頼やネット

ワークをつくり

出すこと、社会環

境の変化を踏ま

えて多くの職種

や関係者とのつ

ながりや連携を

図っていくこと

等が重要である

と提案されまし

た。 

 

  

 

 

 

 

 

その他の分科会では、保健所の役割、地域包括ケア

システム（高齢者だけでなく、乳幼児、障がい者、健

常者など地域に暮らすすべての人たちを対象にした

もの）の構築、感染症や喫煙対策の研究、保健師の資

質向上の取組、特定健診・保健指導の戦略研究等、幅

広いテーマが取り上げられていました。 

 こうした様々な発表の中から、聴講した災害対策シ

ンポジウム「阿蘇地区災害保健医療復興連絡会議

“ADRO”」を紹介します。 

災害時における保健活動は、迅速かつ的確、効果的

に行うことと、災害が長期化した場合は、生活の変化

から予測される健康課題に対し、住民への継続した支

援活動が必要です。そのため、熊本地震では、医師た

ちが復興連絡組織を立ち上げた時、地元の保健師は中

心的な役割を担える存在と位置づけられました。

“ADRO”のスローガンには、“すべての被災者のため

に、保健師を支える活動を”とあり、関係団体ととも

に早くから保健師への支援体制が整えられました。そ

れにより、地域をよく知る地元の保健師たちを中心に

深刻な状況の中、住民に寄り添い、命と健康を守るた

めの活動を続けることが出来たそうです。日頃の住民

に対する地道な保健活動の大切さを再認識しました。 

今年は、明治維新から 150 年の節目で、私たちのまわ

りでも国民健康保険の制度改革や第３期特定健診・特

定保健指導等の運用の見直しが予定されています。明

治維新と公衆衛生の黎明期に大きな役割を果たした

鹿児島での日本公衆衛生学会に参加させていただき、

時代を先取りした多くの先駆者が築いた功績と、連綿

と受け継がれてきた思いを、次の世代へつなげていく

ことが重要であると感じました。（記事：岩﨑久子） 

 

 

 

 

つつじ会 

 

第76回日本公衆衛生学会に参加して 

「明治維新と薩摩と公衆衛生～公衆衛生の黎明期を支えた地から 

未来への発信～」をテーマに鹿児島市で開催 

５ 

日  時： 平成 29 年 10 月 31 日（水）～11月 ２日（金） 

会 場： 宝山ホール他（鹿児島県鹿児島市） 

参加者： 鈴木富士子（つつじ会会長） 

岩﨑久子（国保連合会 保健事業推進専門員） 

≪ 左から岩﨑専門員・鈴木会長 ≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会に当たり国保中央会原理事長より『平成 30 年

度から都道府県が国保保険者となり、財政運営の責任

主体として中心的役割を担う。保険者努力支援制度も

本格実施となり、保健事業の取組状況を評価し、都道

府県と市町村へ支援金が交付される。市町村の支援要

請も増えるため、全国在宅保健師等会の更なる活躍を

期待する』と挨拶がありました。  

全国連絡会木村会長は、役員会の報告と「住民に寄

り添う活動を今後も続けたい」と挨拶されました。 

午前中は、国保中央会飯山常務理事より「保健事業

を取り巻く国の動き」、人口減少を見据え国の財政状

況・国保制度改革の説明がありました。 

続いて「保健事業は今‼～第３期特定健診特定保健

指導・糖尿病性腎症重症化予防・高齢者の保健事業 

（フレイル）～」と題し、あいち健康の森健康科学総

合センター長・津下一代氏より講演がありました。 

特定健診受診率は 50％を超え、積極的支援修了者

はほぼ全ての数値について改善効果が継続、動機づけ

支援も改善幅は小さいが同様との検証結果から、『保

健指導は効果がある！』と明確になったこと、財務省

や経済産業省等にも認識され、『保健指導が戦略にな

る！』との言葉に勇気づけられました。 

また、年齢別・原因別死亡率はどの疾患も 65 歳未

満に１つ山がある。傷病別医療費は循環器疾患が第１

位（特に中高年期の男性）、要介護の原因は脳血管疾

患（40～64 歳男性の４割）である、要介護者の医療

給付状況は心臓病が第１位、50％を超える。若い頃か

らの生活習慣が血管に大きな影響を与えること。 

第３期の見直しの方向性を厚労省は「対象者の個別

性を重視した効果的な保健指導の実施は極めて重要 

な保険者機能」とし、保健指導の質の確保と実施率 

の向上を求めていると説明された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題として、20～30 代の肥満対策（中高年

期の高血圧・糖尿病に直結）、喫煙対策（積極的支援

該当者の５割が喫煙者）、重症化予防対策（糖尿病性

腎症悪化の原因は治療に繋がっていないという実態）、

高齢者のフレイル対策があり、多職種連携で取組んで

いく必要があると感じました。 

午後からは、国保中央会より「都道府県在宅保健師

等会に関わる調査結果」の報告に続き、富山県と長野

県の事例発表がありました。富山県「特定健診受診勧

奨事業の取り組みについて」は、特定健診・特定保健

指導未受診（未利用）者に対し電話による受診勧奨を

行い、受診率（利用率）向上に寄与している。長野県

「保健補導員への支援について」は、市町村支援事業

の一環として「やって得する保健補導員活動」と題し

た講演会を中心に補導員の育成にあたっているとの

内容でした。 

最後のグループ討議では、会員の高齢化、新規会員

の減少、活動参加会員の減少と固定化等は全国共通の

課題。国保中央会と国保連合会の強力な支援を今後も

お願いしたいという意見多数。静岡県も訪問事業の他

に新規事業の工夫が必要と思いました。 

【追記】島根県在宅保健師等会の保健文化賞受賞、つ

つじ会の健康寿命をのばそう！アワード受賞につい

て原理事長から紹介、お褒めの言葉を頂き、昼休みに

スライドショーで活動が紹介されました。 

   

〈挨拶する原理事長〉   〈ＧＷで発表する鈴木会長〉 

（記事：鈴木富士子） 

６ 

 

日 時 ： 平成 30 年２月２日（金）            

会 場 ： ビジョンセンター永田町（東京都）                      

参加者 ： 全国 40 都府県 81名（在宅保健師等会 46名・国保連合会 35名） 

  本県参加者 ： 鈴木富士子（つつじ会会長）  髙塚祐子（国保連合会 保健事業推進専門員） 

平成2９年度都道府県在宅保健師等会全国連絡会 

 

つつじ会 

 



第６回健康寿命をのばそう！アワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定健診・特定保健指導支援事業                         国民健康保険加入者の生活習慣病の発症予防、重 

「特定健診受診者のフォローアップ等家庭訪問事業」    症化予防を目的として長年にわたり、県内市町で 

    家庭訪問による助言・指導を展開し、健康寿命の 

    延伸に寄与したこと。また、本事業の今後の全国 

    的な展開の可能性や波及効果、さらに対象者に対 

する愛情の有る事業として評価された。 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つつじ会 
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表彰式 全体写真（2017.11.13） 

 

静岡新聞に掲

載されました

（2017.12.1） 

受 賞 内 容 受 賞 理 由 

厚生労働省健康局長 福田祐典 氏 

から賞状を授与していただきました 

 

 

平成６年度から実施し様々な想いを受け継いできた

家庭訪問事業が今回、このような素晴らしい賞をいた

だくことが出来て感謝の気持ちでいっぱいです。評価

していただいた「対象者への愛」をしっかり伝え続け

ていけるように今後も大切に行っていきたいと思い

ます。       （つつじ会会長 鈴木富士子） 

 

 



寒かった冬がすぎ、美しい花の季節となりました。置かれた所で咲く小さな花のように、小さな活動でも 

心をこめて精一杯できたらと思うこの頃です。少し前のことですが、旧沢内村の増田進医師の映画「患者さ 

んと生きる」をみて患者さんにさわる、手をふれる大切さを再確認しました。「自分の良心に忠実にすれば、 

いい医療ができると思う」「一心同体とはいかないけれど、仲間のようになる」「患者さんと共に生きている」

という先生の言葉が心に残りました。来年度も皆様の御活躍を願っています。 

（西部 武井めぐみ） 

静岡に春を告げる河津桜はすでに葉桜に、ソメイヨシノの開花が待たれるこの頃です。本年度つつじ会の活

動へのアワード受賞は、平昌オリンピックメダル獲得の快挙にも似て、会員一人ひとりの胸にキラキラした誇

りを残しました。これも事業推進に惜しみないお力添えを下さる会員の皆様と、事務局をはじめご指導を下さ

る国保連合会の賜と心より感謝申し上げます。次年も皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

（東部 浅賀勢津子） 

つつじ会 

平成３０年３月発行 

発行者： 静岡県在宅保健師の会 「つつじ会」 
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平平平成成成２２２９９９年年年度度度   活活活動動動報報報告告告

・ ６月 ２日   総会及び 25 周年記念式典・全体研修会（葛城 北の丸） 

・ ８月～１１月   国保連合会保険者支援保健事業への協力 

        特定健診受診者のフォローアップ等家庭訪問事業（御殿場市・川根本町） 

・ ９月２９日   第１回学習会（国保会館） 

・ １０月２７日 都道府県在宅保健師等会全国連絡会役員会（東京都永田町） 

・ １０月３１日～１１月 ２日 

第７６回日本公衆衛生学会（鹿児島県鹿児島市） 

・ １１月１３日  第６回健康寿命をのばそう！アワード 厚生労働省健康局長優良賞 受賞 

・ １１月２９日～３０日 

視察研修（はーとふるプラザ袋井－袋井市総合健康センター 袋井市） 

 （内藤記念くすり博物館 岐阜県各務原市） 

・ ２月 ２日 都道府県在宅保健師等会全国連絡会（東京都永田町） 

・ ２月１１日  「青木地区健康まつり」健康相談（藤枝市） 

・ ２月２６日   第２回学習会（国保会館） 

・ 役 員 会 ４月 18 日・５月 26 日・７月 19 日・９月５日・11 月 15 日・１月 26 日・３月 19 日 

・ 編集委員会   ６月 27 日・11 月９日 

編 集 後 記 

「つつじ会」会員募集 

つつじ会では、今までの経験を活かし、 

一緒に活動していただける方を随時募集してい

ます。身近に関心のある方がいらっしゃいまし

たら、つつじ会役員まで御連絡ください。 

３月１日現在の会員数は４３名です。 

☆静岡県国保連合会ホームページ内のつつじ会

案内もぜひご覧ください。 

静岡県在宅保健師の会 




